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自分の歩幅で一歩ずつ着実に！    令和 4年 9月３０日（金）ＮＯ．7 

 

 

 

      

 

 

 

 

        

 

チャレンジワークが終わりました 
 

  ３日間のチャレンジワークを無事終えることができました。コロナ禍の中、９４の事業所の協力を得て、３年ぶ

りの実施となりました。生徒たちは、慣れない環境の中で最初は緊張していたようですが、学校では経験できない

仕事の現場で、自分たちが今できる精一杯の「仕事」をしてきたと思います。また、「事業所の方に言われた言葉が

心に残った」「仕事は大変だけど、自分にとってやりがいのある仕事を将来に向けて真剣に考えたいと思えた」「地

域の人に頑張ってと言われてうれしかった」という生徒の感想を読むと、体験することで得られる学びの大切さを

実感します。チャレンジワークは、地域の方々の善意によって実施できるのだから、感謝の気持ちで取り組もうと

いうことをずっと言い続けてきました。自分たちがしてもらったことを忘れずに、この経験を今後の生活や進路選

択に生かしてほしいと思います。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
✾体育会の練習・防災学習が始まります✾ 

 

  先日は備南東地区新人戦があり、多くの部活動で 2年生が中心となってよい結 

果を残すことができました。吹奏楽部もオータムコンサートを頑張りました。芸 

術の秋、スポーツの秋である１０月には芸術鑑賞、体育会があります。今年の体 

育会は、土曜日開催で久しぶりに保護者の方にも来ていただけます。去年はでき 

なかった学年種目もあり、各クラスがこれから練習に精を出すことになります。 

１１月になれば、神戸震災研修もあり、今月からそれに向けて、防災学習が始 

まります。地震はいつ自分の身に起こるか予測できるものではありませんが、だ 

からこそ日頃からの備えが大事だと考えます。地震だけではなく、台風やそれに 

伴う水害など、これから起こりうる災害に備えて、防災意識を高めてほしいと思 

います。神戸では、「人と未来防災センター」を訪れたあと、復興を遂げた神戸 

の町を班別で行動します。多くの学びがここでもできるように、しっかりと準備 

をしていきましょう。 

 

 

✾10月の行事予定✾ 

            

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
                                               

 

11月の主な予定 
1（火）専門委員会 4日（金）参観日 6日（日）７日（月）県秋季大会   

12日（土）数検  15日（火）震災研修 28日（月）～30日（水）期末考査 

30日（水）専門委員会 

 

 

保護者の皆様へ    

 

体育会の日は、弁当が必要です。また、予備日である 24 日も弁当の日となりますので、よろ

しくお願いします。また、感染症対策のため、当日の観覧は各家庭お一人となっています。ご協

力をお願いします。 

 

日 曜日       行   事  日 曜日        行   事 

 １  土 備南東地区新人戦 １７  月 後期時間割スタート 

２  日  １８  火  

３  月  １９  水  

４  火 中間考査範囲発表 ２０  木  

５  水 生徒会選挙 ２１  金  

６  木 部活動停止 ２２  土 体育会（弁当） 

７  金 専門委員会（後期最初） ２３  日  

８  土  ２４  月 体育会予備日（弁当） 

９  日  ２５  火  

１０  月 スポーツの日 ２６  水  

１１  火 中間考査 ２７  木  

１２  水 中間考査 芸術鑑賞 あいさつ運動 ２８  金  

１３  木  ２９  土  

１４ 金  ３０  日  

１５  土  ３１  月 避難訓練 

１６  日     

STEP 10月号 

 

 

 
～1人 1人のきらめきで 220人が輝きますように～ 

生徒感想 ～チャレンジワークを終えて～ 

◎間違えたときは迷惑をかけて心苦しいと思ったが、自分の成長の一歩を踏み出すことがで

きたと思う。3日というのはあっという間で、いつのまにか終わってしまったけれど、よ

く楽しんで、よく知って、充実した３日間にすることができた。 

◎最初は緊張していたけど、休み時間に一緒に遊ぼうと誘ってくれたクラスの子たち、小学

校の先生方、話しかけたりあいさつしてくれた子たち、地域の方々、二年団の先生方な

ど、このチャレンジワークは私たちだけで実現できなかったものだと、今回の体験学習を

通して改めて学びました。 

 

 

 

 

 


